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母由来細胞の役割が解明されれば、妊娠継続や組織再生の補強、さらには先天異常の重篤化回避など、大きな医学的インパクトが期

待できる。
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移入した母由来細胞の生理的意義解明

FACS Aria IIIu, III

マウスMHCハプロタイプ(H2-Kb and H2-Dd)及び抗ジフテリア毒素受容体 (DTR)抗体を用いることで、胎仔体内に存在する母親細胞の

単離を試みた。具体的には、PND14 H2-Kb(+/-)H2-Dd(+/-)DTR(-/-)の胎仔細胞からH2-Kb(+/+)H2-Dd(-/-)DTR(+/-)の母由来細

胞を、胸腺、秘蔵から抽出することに成功した。

今後はさらに、こうして単離した母由来細胞に対して定量的PCRを行うことで、母親細胞が存在すること、そしてジフテリア毒素処理によ

り母親細胞を除去できることを確認し、胎仔体内における母由来細胞の役割を探索する。これまで母由来細胞が除去された条件が確立

されたことはなく、種々の現象（免疫寛容、再生、炎症性組織障害）との因果関係は不明瞭だったが、今回の実験系にてこうした相関報

告から因果関係解明に進むことが期待できる。
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